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《研究ノート》
社会調査教育におけるワーディング実験
The Wording Experiment in the Course of Social Research Methods 
朝岡 誠 Makoto Asaoka 
When conducting a questionnaire survey, it is known that the results of the investigation will vary 
substantially according to the phrasing and wording of the questions. Hence, wording is one of the 
most important disciplines taught in social research methods and many teaching methods exist for it. 
This paper will introduce a wording experiment that is to be implemented in two classes at Rikkyo 
University in 2015. I have designed two sets of questionnaires on the use of smartphones; they involve 
six topics （influence of difficult word to understand, influence of stereotyped word, yes-tendency, 
difference between impersonalized and personalized questions, inadequacy of double-barreled 
questions, carry-over effect）. The students in class will then undergo the wording experiment, and an 
explanation regarding the aspects of wording will be provided in the following week based on the 
tabulation results of the wording experiment.  
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実験群と統制群を A 票と B 票それぞれに振り分けた．ワーディング実験の対象は立教大学
法学部『社会調査法』（前期金曜 2 コマ，受講生 327 名，1 年生対象）と同経済学部『統計
調査論 2』（後期火曜 4 コマ，受講生 185 名，2 年生以上対象）であり，ワーディングにつ
いて取り扱う前の週に調査を行った（1．
法学部の授業では Shared Questionnaire System を使ってマークシート形式の質問票に
変換し，A 票・B 票それぞれ 180 票印刷し，2015 年 6 月 12 日の授業中に大教室の左側に
座っていた学生に A 票を，右側に座っていた学生に B 票を配布した．授業後 A 票・B 票そ
(46) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 2 号 
れぞれ 127 票，B 票 122 票回収した（回収率 88％）． 
コンピューター教室が使える経済学部の授業では，google フォームにて調査票を作成し
た．合計 4 ページの調査票を作成し，1 ページ目で回答者の誕生月を尋ねて誕生月が奇数の
回答者は A 票の質問文が記載されている 2 ページに移動し，誕生月が偶数の回答者には B
票の質問文が記載される 3 ページに移動し，それぞれの回答が終了したら 4 ページに移動
するように設定した（2．2015 年 10 月 20 日の授業中に課題の一環として調査を行い，A 票
を 79 票，B 票を 71 票回収した（回収率 94％）． 
Ⅲ ワーディング実験の結果
ワーディング実験後，集計してワーディングの事例として翌週の授業で結果を発表した















ものを 1 つ選んでください． 
B 票：あなたは MVNO（仮想移動体通信事業者）が提供する低額通信サービスを利用したいと
思いますか．あなたの意見に も近いものを 1 つ選んでください． 
図表 1：難しい言葉 
図表 1 は A 票の結果と B 票の結果を授業別にそれぞれ集計したものである．この図で示
されているように質問紙調査で尋ねた方が分からないと回答する傾向がみられた．



























本稿のワーディング実験では，2014 年の 7 月に一時話題となった「スマホ税」をネガテ
ィブなステレオタイプを含む言葉と定義し，「スマホ税」という表現を用いた質問文と「ス
マホ税」という言葉を用いない質問文を A 票と B 票に用いてその回答傾向の違いを検証し
た．
A 票：現在政府は，法人税の減税分を補うために，携帯電話の電波利用に対して毎月数百円ほど
の税金を課すことを考えています．このことについてあなたの意見に も近いものを 1 つ選ん
でください． 
B 票：現在政府は，法人税の減税分を補うために，携帯電話に対して毎月数百円ほどの税金を課
す「スマホ税」を導入しようと考えています．あなたの意見に も近いものを 1 つ選んでくだ
さい． 
図表 2：ステレオタイプを含む言葉 





























提示した質問文と 2 つの真逆の意見を提示し場合の回答傾向の違いを検証した． 
A 票：ネット上で多数派工作することで世論を一定の方向に向けることができるという意見があ
ります．あなたはこの意見に賛成ですか，反対ですか．次のうちからあなたの意見に も近いも
のを 1 つ選んでください． 
[賛成／（どちらかといえば賛成）／（どちらかといえば反対）／反対] 
B 票：ネット上の多数派工作と世論について 2 つの意見があります． 
A：ネットの多数派工作によって世論を一定の方向に向けることができる 
B：ネットの多数派工作によって世論を操作できるとはいえない 
あなたの意見はどちらの意見に近いですか．あなたの意見に も近いものを 1 つ選んでくださ
い． 




図表 3 は A 票の結果と B 票の結果を授業別にそれぞれ集計したものである．この図で示
されているように，法学部と経済学部で同様の結果となった．A のみ表示した場合，A の意
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ない」と思わせるイエス・テンデンシ－ではなくて，「そんなわけがない」と思わせるノー・
テンデンシ－といった効果があると考えることができるが，今回のワーディング実験だけ
















らあなたの意見に も近いものを 1 つ選んでください． 
B 票：災害時に自分の家の周りで火災がおき，twitter 上で「有害ガスが発生している」との情
報が流れた．その時，あなたはどのような行動を取ると思いますか．次のうちからあなたの意見




























(50) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 2 号 
（5） ダブルバーレル質問 
ダブルバーレル質問とは，2 つの論点を含んでいる質問のことをさす．安田（1967）・盛
山（2004）によるとダブルバーレルには 2 つのタイプのものがあり，1 つは「あなたはサ
ークル活動や大学の授業に対して一生懸命取り組んでいますか」という質問のように，「サ



















































長を選ぶ人が 12％で B タイプの課長を選ぶ人が 81％であり，日本人は B タイプの人情課
長を好むといわれているが，A と B の文章をよくみてみると A は長所を述べた後で短所を
述べる「上げて落とす」型，B は短所を述べた後で長所を述べる「落として上げる」型の文
章になっている．そこで林（1984）はワーディングによって人情課長が支持されているの
ではないかと考え，A と B の文章の前後を入れ替えて理想の上司について調査をした．そ
の結果 A タイプの課長を選ぶ人が 48％，B タイプの課長を選ぶ人が 47％と結果が大きく変
わった．そこで本稿のワーディング実験でも林の調査にならい，以下のような質問項目を
用意して長所と短所の並べ方の効果を計測した．






あなたの所属したいグループは A と B のどちらですか？あなたの意見に近い方を 1 つ選んでく
ださい 
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あなたの所属したいグループは A と B のどちらですか？あなたの意見に近い方を 1 つ選んでく
ださい 
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